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僕
は
、歴
史
に
興
味
が
あ
り
、

特
に
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代

の
開
国
の
大
変
遷
時
代
が
大
好

き
で
す
。
今
の
日
本
の
分
岐
点

と
も
い
え
る
そ
の
時
代
は
、
現

在
の
日
本
を
創
造
し
た
激
動
の

時
期
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

地
元
で
は
、
里さ
と

下し
も

獅
子
保
存

会
の
太
鼓
に
、
幼
稚
園
年
中
か

ら
中
学
１
年
ま
で
参
加
し
て
い

ま
し
た
。
今
で
は
大
人
に
交
じ

っ
て
、
獅
子
の
頭
を
演
じ
て
い

ま
す
。
地
元
を
１
０
０
軒
以
上

伺
っ
て
獅
子
舞
を
披
露
す
る
こ

と
も
楽
し
い
の
で
す
が
、
獅
子

舞
と
い
う
歴
史
あ
る
伝
統
芸
能

に
関
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
夢
は
、
理
学
療
法
士

に
な
る
こ
と
で
す
。
き
っ
か
け

は
、
祖
父
が
リ
ハ
ビ
リ
で
頑
張

っ
て
い
る
時
に
、
理
学
療
法
士

の
先
生
が
祖
父
の
再
ス
タ
ー
ト

の
た
め
に
一
生
懸
命
に
取
り
組

ん
で
い
る
姿
を
見
て
、
こ
ん
な

素
晴
ら
し
い
仕
事
に
就
け
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
受
験
に
向
け
て
不
撓

不
屈
の
精
神
で
進
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

不
ふ

撓
とう

不
ふ

屈
くつ

の精神で
大洲平野中学校 3年
　白　石　航

こう
　太

た
　さん

が ん ば る 大 洲 っ 子

現在の大洲
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税　　　別 ８月 ９月 10月 11月

市 県 民 税 2期 3期

固 定 資 産 税 3期 4期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 2期 3期 4期 5期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を。

８ 月の納税など　納期限は ８ 月31日㈮です。

人の動き（先月比）

人口　　　43,825人　（－ 29 ）
　男　　20,921人　（－  6 ）
　女　　22,904人　（－ 23 ）
世帯数　20,061世帯（－  9 ）

交通事故（昨年同期）

　件数　　46件（   43 件）
　死者　　　0人（     2 人） 
　負傷者　64人（   49 人）

（2018年 6 月末現在）

　「御
み

幸
ゆき

の橋」は、ケヤ
キを主な材料とし、釘
を一切使用していない
県指定有形民俗文化財
です。
　盛夏の中で、涼をと
ることができる最高の
スポットとなっていま
す。

【お詫び】
　広報おおず７月号19ページでお知らせした「後
期高齢者医療制度について」のなかで、一人当た
りの保険料の計算に用いる所得割率の値を9.16%と
掲載していましたが、8.78%の誤りでした。お詫び
のうえ、訂正させていただきます。
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　学校に登校しづらいお子さんのために、学校復帰を支援する適応指導教室
「おおずふれあいスクール」が大洲市に設置されています。

登校しづらいお子さんのために……
（特集）
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｜

ど
こ
に
あ
る
の
で
す
か

｜ 

　

国
立
大
洲
青
少
年
交
流
の
家
の
自
然

環
境
館
３
階
に
あ
り
ま
す
。
小
高
い
所

に
あ
っ
て
、
別
空
間
的
な
緑
が
多
い
環

境
で
、「
心
癒
さ
れ
る
」
と
話
す
通
所

生
も
多
く
い
ま
す
。

 

｜

ど
ん
な
施
設
で
す
か

｜ 

　

平
成
９
年
1
月
、
大
洲
市
教
育
委
員

会
と
国
立
大
洲
青
少
年
交
流
の
家
（
旧

国
立
大
洲
青
少
年
の
家
）
と
の
共
催
に

よ
り
、開
設
さ
れ
た
不
登
校
対
応
の「
適

応
指
導
教
室
」
で
す
。

　 

｜

ど
の
よ
う
な
子
ど
も
が
対
象
で
す
か

｜ 

　

対
象
は
、
大
洲
市
お
よ
び
近
隣
地
区

の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
に
在

籍
し
、
主
と
し
て
心
理
的
・
情
緒
的
な

理
由
で
不
登
校
状
態
に
あ
る
児
童
生
徒

で
す
。
ま
た
、
16
歳
か
ら
22
歳
ま
で
の

引
き
こ
も
り
が
ち
な
青
年
も
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

｜ 
「
お
お
ず
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
」で

は
、
何
を
し
て
い
る
の
で
す
か

｜

▽ 

不
登
校
お
よ
び
不
登
校
傾
向
に
あ
る

児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、
学
校
や
関

係
機
関
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
基
礎
学
力
の
補
充
、
学
校
復
帰

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽ 
ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
青
年
に
対
し
て

は
、
社
会
的
自
立
を
促
し
、
就
労
に

向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽ 

自
己
の
存
在
感
を
実
感
さ
せ
、
精
神

的
に
安
心
で
き
る
場
所
（
心
の
居
場

所
）
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

｜

費
用
（
学
費
）
は
必
要
で
す
か

｜ 

　

民
営
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
な
い

の
で
、
学
費
な
ど
の
費
用
は
、
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
見
学
料
や
調
理

実
習
の
材
料
代
な
ど
に
つ
い
て
は
、
実

費
を
徴
収
し
ま
す
。

 

｜

開
所
日
は
い
つ
で
す
か

｜ 

　

原
則
、
月
曜
日
か
ら
木
曜
日
ま
で
の

〈
お
お
ず
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
の
紹
介
〉

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で
開

所
し
て
い
ま
す
が
、
本
人
の
状
況
に
よ

り
柔
軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

金
曜
日
は
、「
学
校
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ

ー
」
で
、
状
態
を
見
な
が
ら
、
学
校
復

帰
を
目
指
し
て
学
校
へ
の
登
校
を
促
し

て
い
ま
す
。

 

｜

日
程
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か

｜ 

　

午
前
中
は
、「
ス
タ
デ
ィ
タ
イ
ム
」

と
し
て
、
学
校
在
学
中
の
児
童
生
徒
に

は
、
基
礎
学
力
の
補
充
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

青
年
は
、
興
味
・
関
心
に
応
じ
た
活

動
を
選
択
し
、
自
主
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
主

体
的
に
判
断
し
行
動
す
る
能
力
を
育
て

る
と
と
も
に
、
趣
味
や
特
技
の
伸
長
を

図
り
、
一
人
ひ
と
り
の
「
自
立
」
を
促

し
て
い
き
ま
す
。

　

午
後
は
、「
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
」
で
、

児
童
・
生
徒
・
青
年
と
も
に
多
様
な
体

験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

午
後
の「
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
」で
は
…
…

①　

自
然
体
験
活
動

　

自
然
の
厳
し
さ
や
恩
恵
を
知
り
、
動

植
物
に
対
す
る
愛
情
を
培
う
な
ど
、
自

然
や
生
命
へ
の
畏い

敬け
い

の
念
を
育
て
、
自

然
と
調
和
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を

理
解
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ

の
活
動
を
通
し
て
、
豊
か
な
人
間
性
と

た
く
ま
し
い
心
身
を
育
み
、
一
人
ひ
と

り
の
「
生
き
る
力
」
を
育
て
ま
す
（
農

園
体
験
、
園
芸
体
験
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ウ

オ
ー
ク
、
カ
ヌ
ー
な
ど
）。

②　

社
会
体
験
活
動

　

仲
間
と
ふ
れ
あ
い
、
自
ら
を
た
だ
し

つ
つ
、
協
調
性
を
育
て
る
と
と
も
に
自

己
の
長
所
や
能
力
を
発
見
し
、
感
動
す

る
心
な
ど
豊
か
な
心
を
育
て
ま
す
。
ま

た
、
今
ま
で
の
自
分
を
見
つ
め
な
が
ら

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
養
う
と
と
も

カヌー体験
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に
、
自
立
へ
の
力
を
育
て
ま
す
（
宿
泊

体
験
活
動
、
職
場
体
験
活
動
、
社
会
見

学
な
ど
）。

③　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
体
験
活
動

　

講
師
は
外
部
よ
り
専
門
家
を
招
き
、

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
さ
せ
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を

図
り
な
が
ら
、
自
分
ら
し
さ
を
表
現
す

る
と
と
も
に
社
会
性
を
育
て
ま
す
。
ま

た
、
心
身
を
鍛
え
、
た
く
ま
し
く
生
き

る
た
め
の
健
康
・
体
力
を
維
持
増
進
し
、

主
体
的
に
生
活
す
る
意
欲
を
育
て
ま
す

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
、
テ
ニ
ス
、

ヨ
ガ
、
陶
芸
、
茶
道
、
英
会
話
、
読
み

聞
か
せ
、
専
門
委
員
と
の
活
動
な
ど
）。

現役定時制高校生　Ａさん・Ｂさん
　 2人とも、高校進学後、１年で退学した。その後、
おおずふれあいスクールに登録し、通所した。　
　次年度に、定時制高校に入学し、ほとんど毎日
通学している。高校入学後、数回訪ねてきて、「高
校が楽しい。勉強も楽しい。クラスの雰囲気もよく、
みんなで 3 年間で卒業しようと励まし合って頑張
っている」と話した。一緒に通所していた 2人組で、
定時制・通信制の県体育大会に出場して 3 位とな
り、新聞にも掲載された。

現役高校生　Ｃさん
　中学校 １年の時から通所し、「中学校 3年生にな
ったら完全に学校復帰する」という目標を立てて
頑張った。中学校 3 年生の時には学校復帰を果た
し、現在は高校に進学している。「高校はとても楽
しく、毎日元気に通学している。スクールがあっ
たから、今がある」と話している。

社会人　Ｄさん
　中学校で通所した後、高校へ進学・卒業し、現
在働いている。「スクールに通わなかったら、今も
家にいたと思う。スクールではいろいろな人と会

うことができ楽しかった」と言ってくれた。

現役大学生　Ｅさん
　「ここで、友人との関係性を学んだ。おかげで友
人と楽しく過ごせたため、高校に進学することが
できた。高校の時にも疲れた時は、充電するため
通所していた。そして今、大学に進学して楽しい
大学生活を送っている」と話した。
　　　　
社会人　Ｆさん
　小学校から 5 年間通所し、現在は就職して働い
ている。「将来は、おおずふれあいスクールで働き
たいので、そのためにいろいろなスキルを身に付け
たいと思っている。ふれあいスクールに通っていな
かったら、引きこもっていたと思う」と言っている。

保護者（父）　Ｇさん　
　子どもが中学校卒業後に来所し、「おおずふれあ
いスクールがなかったら、今頃どうなっていたか
想像できない。進学することもでき、将来を見通
せるようになったのは、ふれあいスクールでいろ
いろなことを体験し、前向きになったからだ。感
謝している」と話した。

【通所した生徒や保護者の感想】

陶芸体験 �調理実習

社会見学
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【
不
登
校
の
状
況
】

全
国
お
よ
び
大
洲
市
に
お
け
る
不
登
校
の
状
況

【
不
登
校
の
定
義
】

　

何
ら
か
の
心
理
的
、
情
緒
的
、
身
体

的
あ
る
い
は
社
会
的
要
因
・
背
景
に
よ

り
、
登
校
し
な
い
あ
る
い
は
し
た
く
と

も
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
た
め
に
、
年

間
30
日
以
上
欠
席
し
た
者
の
う
ち
、
病

気
や
経
済
的
理
由
に
よ
る
者
を
除
い
た

も
の
。（
文
部
科
学
省
）

【
小
学
校
の
状
況
】

　

全
国
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
総
数

が
増
加
し
、
平
成
28
年
度
に
３
万
１
１

５
１
人
の
不
登
校
児
童
が
い
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
の
全
国
出
現
率
は
０
・
48

パ
ー
セ
ン
ト
で
、
お
よ
そ
２
０
０
人
に

１
人
が
不
登
校
に
な
っ
た
計
算
と
な
り

ま
す
。

　

大
洲
市
で
は
、
平
成
26
年
度
が
出
現

率
０
・
35
パ
ー
セ
ン
ト
で
全
国
並
み
と

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
は
０
・
13

〜
０
・
23
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
全
国

に
比
べ
半
分
程
度
の
低
い
値
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
中
学
校
の
状
況
】

　

中
学
校
に
な
る
と
、
小
学
校
に
比
べ

出
現
率
が
高
く
な
り
、
全
国
で
は
毎
年

不
登
校
生
徒
が
増
え
続
け
、
平
成
28
年

度
に
は
10
万
人
を
越
え
出
現
率
も
３
・

01
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
１
０
０
人
中
３
人
が
不
登
校
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
て
、
１
ク
ラ
ス
40

人
の
場
合
、
約
１
〜
２
人
の
不
登
校
生

徒
が
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
れ
は
、

不
登
校
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
決
し

て
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
、
ど
こ
の
学

校
、
学
級
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
を
示

H25 H26 H27 H28 H29

小�

学�

校

全　 国（ 人 ） 24,１75 25,866 27,58１ 3１,１5１
出 現 率（%） 0.36 0.39 0.42 0.48
大　 洲（ 人 ） 5 8 3 5 4
出 現 率（%） 0.22 0.35 0.１3 0.23 0.１9

中�

学�

校

全　 国（ 人 ） 95,442 97,036 98,428 １03,247
出 現 率（%） 2.69 2.76 2.83 3.0１
大　 洲（ 人 ） 20 24 １8 １5 １4
出 現 率（%） １.49 １.82 １.45 １.26 １.24

（全国データは平成28年度末現在）

し
て
い
ま
す
。

　

大
洲
市
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
減

少
傾
向
を
示
し
、
出
現
率
も
全
国
の
半

分
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
洲
市
で
は
病
欠
は
含
め

て
い
な
い
の
で
、
実
際
に
は
全
国
の
出

現
率
の
３
分
の
１
程
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。

【
大
洲
市
と
し
て
の
取
り
組
み
】

　

大
洲
市
小
中
学
校
教
職
員
は
、
以
前

か
ら
専
門
の
医
者
や
関
係
機
関
の
協
力

を
得
て
、
い
じ
め
や
不
登
校
に
つ
い
て

研
修
を
深
め
、
不
登
校
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
の
工
夫
や
不

登
校
の
児
童
生
徒
へ
の
対
応

の
仕
方
な
ど
を
学
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
実
際
に
不
登
校

に
な
っ
た
本
人
や
保
護
者
の

負
担
を
減
ら
す
た
め
、
こ
の

「
お
お
ず
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー

ル
」
に
お
い
て
、
地
域
の
不

登
校
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
、
適
応
指
導
教
室
と
し
て

運
営
し
て
い
ま
す
。

終業式
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３
人
の
先
生
の
話

【
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
５
・
０
０
０
１

大
洲
市
北
只
１
０
８
６

国
立
大
洲
青
少
年
交
流
の
家
内

お
お
ず
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル

☎
㉔
１
４
１
４

 
生
徒
に
つ
い
て 

　

Ａ
さ
ん
は
、
人
間
関
係
な
ど
で
疲
れ

切
っ
て
学
校
に
行
け
な
く
な
り
、
相
談

に
来
ま
し
た
。
し
か
し
、次
の
日
に
は
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
た
。「
こ
ん
な
に
笑
っ
た
の
は
、
久

し
ぶ
り
。
笑
っ
て
す
っ
き
り
し
た
」
と

話
し
ま
し
た
。
次
の
日
か
ら
学
校
に
登

校
で
き
て
い
ま
す
。
た
っ
た
２
日
間
の

休
養
で
し
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
充
電

さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

大
人
に
な
っ
て
訪
ね
て
き
た
Ｂ
さ
ん

は
、
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
に
中
学
校
１

年
生
か
ら
８
年
間
通
所
し
、
高
校
の
別

室
登
校
を
経
て
20
歳
で
卒
業
し
ま
し

た
。現
在
は
就
職
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

「
今
度
、車
を
買
い
替
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
た
め
に
し
っ
か
り
働
か
な
く

て
は
…
…
」
と
話
し
ま
し
た
。
金
銭
感

覚
も
し
っ
か
り
身
に
付
け
て
き
て
頼
も

し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

Ｃ
さ
ん
は
、
小
学
校
４
年
生
で
不
登

校
と
な
り
、
中
学
校
１
年
か
ら
こ
こ
に

通
い
始
め
ま
し
た
。
現
在
中
学
校
２
年

生
で
す
が
、
保
健
室
登
校
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
頑
張
っ

て
い
る
姿
が
う
れ
し
い
で
す
。

　

Ｄ
さ
ん
は
、
中
学
校
２
年
の
時
に
は

登
校
で
き
ず
、
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
に

毎
日
通
所
し
ま
し
た
。
中
学
校
３
年
生

の
時
に
は
、月
に
１
、２
回
、リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
た
め
通
所
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
高
校
に
進
学
し
、
毎
日
元
気
に
登

校
し
て
い
ま
す
。
振
り
替
え
休
業
で
学

校
が
お
休
み
の
日
に
来
所
し
、
楽
し
い

学
校
生
活
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

お
子
さ
ん
の
登
校
に
つ
い
て
悩
み

を
お
持
ち
の
保
護
者
の
会

　
「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」
を
毎
月
最
終

金
曜
日
午
前
10
時
か
ら
お
お
ず
ふ

れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
で
開
催
し
て
い

ま
す
。

 

連
携
し
て
い
ま
す 

　

一
人
ひ
と
り
の
心
に
寄
り
添
い
な
が

ら
面
談
を
行
っ
た
り
、
所
属
学
校
と
情

報
を
共
有
し
た
り
し
な
が
ら
個
に
応
じ

た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
校
復
帰

に
つ
な
が
る
よ
う
に
互
い
に
連
絡
を
密

に
し
、
本
人
や
保
護
者
、
学
校
の
共
通

理
解
の
も
と
で
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

私
た
ち
の
願
い 

　

登
校
し
づ
ら
く
な
っ
た
お
子
さ
ん
、

引
き
こ
も
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
が
い
る

家
庭
で
は
、
本
人
も
保
護
者
も
、
悩
ん

で
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
お

子
さ
ん
、
保
護
者
の
思
い
を
十
分
に
お

聞
き
し
て
、
よ
り
良
い
方
向
を
探
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
お
お
ず
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
」
へ
の

通
所
が
き
っ
か
け
で
、
学
校
復
帰
・
社

会
的
自
立
を
果
た
し
た
人
が
数
多
く
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、「
学
校
へ
の
橋
渡

し
」、「
社
会
へ
の
橋
渡
し
」
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
が
こ
の
国
の
未
来
を
創
る
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
す
。
悩
ん
で
い
る
人

は
、
ど
う
か
、
い
つ
で
も
結
構
で
す
の

で
、
相
談
や
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
と
活
動
す

る
中
で
、「
笑
う
」
こ
と
が
子
ど
も
に

も
大
人
に
も
一
番
大
切
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。「
笑
顔
」
で
帰
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
全
力
で
支
援
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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